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［目的］皮膚に接触する化学物質の遺伝毒性を 1〃

Vt
’
vo で 直接評価する方法 として ，げ っ 歯類を用 い

る皮膚小核試験の 開発をすすめて い る．すで に，

本学会の 第 27および 28回大会で有毛 の ラットおよび

マウスを用 い た手法に つ い て報告 した．今回，我々は

1〃 vfvo 皮膚小核試験におけるへ殉スマウスの 育用性を

明か にすることを目的とし て ， モデル化G 物 （ENNG，

MMC）を用い て検討したの で報告する。

［方法］　5週齡雌の Hes：HR−1マウスを便用 し，背部

皮膚に陀 トン ：オリ
ー
ブ油 （4 ：1）を藁某体とした各被験

物質を d 日 1回，3 日間塗布し た．最終塗布 24時

間後，皮 膚を摘出，細切 し，低温 トリアシン長時間処

理法に従い標本作製後，アクリジ ン加 ンジ染色を行い ，

蛍光顕微鏡下 に小核の出現頻度を求めた．

［結果 および考察］ ENNGおよび MMCで共 に ij、核

の 有意な誘発が観察された．こ の 結果は，1〃 v／

’
vo

皮膚小核試験法において有毛ラット，マウスと同様にヘアレ

スマウスの 使用が可能であるこ とを示峻するものであ

る．へFレスマウスは ， 皮露反応の 観察が容易 で あ り，手

法 の 簡略化 （除毛不要，表皮剥離が容易）および

精度 向上 （毛周期の 考慮不要）が図れる こ とか ら

優れて いると考 えられる、
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［目的］　 1〃 レ〃 o 皮膚小核 試験 において．観察対

象細胞として，被験物質処理開始後分裂した細胞

をど の よ う に選定する かが問題とな っ て い る 。 分

裂 した細胞を識別する手法として Cytochalasin　 B

（Gyt　B）を同時に処理する ことによ り，細胞質の分

裂を阻害し，2核細胞を小核の 有無を解析するた め

の 標的細胞と する方法 があ る．こ の 手 法 は in

〃 〃 o 小核試験 において用 いられており，今回我 々

は 1n　 7〃 o 皮膚小核試験に適用を試みた．

［方法］　 5 週齢雌の Aアレスマ奴を使用 し，背部皮 下

に GytBを注入し 3E ］放置後 ， 我々が開発した手法

（1999＞によ り標本 を作製 した．標本は，アクリヅンオレン

ジ染色を行 い，蛍光顕微鏡下に 2 核細胞および小

核を有す る 2核細胞 の 出現頻度を求めた．

［結果お よび考察 ］本法は Stoppe］aar らによ り紹

介された手法 （20GG）の変法 であるが，効率よ く 2

核細胞が誘発されることを確認した．また，小核

の 出現頻度 と して 2 核細胞 を観察対象とする こと

によ り，全幼 若細胞を観察対象とした場合と比較

し て ，よ り効 率良く小核細 胞を検出する ことがで

き，皮膚小核試験の 感度な らびに精度 の 向上 が期

待で きる と考え られた．．
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